感染対策管理委員会議事録
日時　：　2006年　12月13日（水）　15：00　～　16：00

場所　：　青南病院　2階会議室

司会　：　佐藤　志穂　　　　　記録者：　山田　司
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＜議題＞

1. インフルエンザワクチンの接種について

· インフルエンザワクチンの接種率が低いと千葉C.O.O.よりご指摘がありました。特に西・北病棟グループが低いです。未接種の患者様に対しては接種を促していきましょう。

· 38.0℃以上の発熱が見られた場合、インフルエンザ感染の危険性も考えられる為、医師に上申する際はインフルエンザ検査の伺いをたてる様にしていきましょう。

2. 11月分医療廃棄物チェックの結果報告

＜東病棟＞　リキャップが見られている。

感染性医療廃棄物の中に一般ごみが混ざっている。

＜西病棟＞　リキャップが見られている。感染性医療廃棄物の中に非感染性医療廃棄物が混ざ

っている。

＜医療廃棄物の分別について＞

感染性医療廃棄物と非感染性医療廃棄物のどちらに捨てればよいか迷うものがある。

· ラポテック液などといった消毒液の空（プラスチック製）→非感染性医療廃棄物
· 経管栄養に使用した注射器（胃液の吸引に使用したものではなく、エアーを聞く際に使用した注射器や薬を注入する際に使用した注射器）→非感染性医療廃棄物
以上のように統一することとし分別の徹底を図る。また、軟膏処置で使用した手袋やアルコール綿は一般ゴミに捨てるということは徹底されつつある。

※来年の1月に院内研修にて「院内感染（医療廃棄物）について」を行う予定。

＜医療廃棄物を保管場所（屋外）へ廃棄する際の手順について＞

今までは、庶務チームの職員と一緒に屋外の医療廃棄保管場所へ廃棄しに行っていた（廃棄場所の鍵が庶務にある）。しかし、庶務チーム職員より、「1人勤務の時には手がまわらない」とのクレームある。したがって手順を見直すこととする。

　　　　　　　　　　　　　　↓

今後は、各病棟グループや部署のG.O.M.または感染対策管理委員とスタッフ（最低2人）とで庶務チームから鍵を借りて、医療廃棄保管場所へ廃棄しに行くこととする。

3. 学術研究発表会の質問とその返答について

· 質問①～研究期間中、医療廃棄物の分別を6つの部署（東病棟・西病棟・南病棟・北病棟・外

来・庶務）で調べて1回でも規定通り分別のできていた部署はどこですか？

· 返答①～東病棟以外の全ての部署（西病棟・南病棟・北病棟・外来・庶務室）

· 質問②～なぜ東病棟は守られなかったのですか？

· 返答②～処置回数が他の部署よりも多いのが考えられるが、南病棟も同様に処置が多い部

署だが規定通り分別のできていた部署の一つである。やはり、スタッフの医療廃棄物分別に対する意識の低さが考えられる。

4. 最近の感染症情報について

· ノロウイルスが流行してきている。インフルエンザにも注意が必要である。また、海外より狂犬病を持ち込んだという情報もある。各病棟や部署での「ノロウイルス、インフルエンザ、狂犬病」についての勉強会を行い、手洗い・うがい・手指消毒の徹底を図る必要がある。

＜次回開催予定日　2007年1月10日（水）　15:00～16:00＞

